








CHECK LIST 

チェックリスト③「性的マイノリティの当事者であると本人から伝えられた場合に、 本人に
確認を取らずとも、 職員間や本人の関係者（子供の保護者等）に情報を共有してもよい」は、
「いいえ」と答えられるよ うにしましょう。

アウティングはプライバシ ー の侵害。命の危険につながる場合もあります。 情報共有の必
要がある場合には、必ず本人にどの範囲まで伝えてよいかしっかり確認しましょう。

く 一 橋大学アウティング事件＞

2015年4月、 一橋大学院のロ ー スクー ルに通う大学院生のAさんが、 同 じクラスのB
さんに好意を抱いていることを伝え、 その後BさんがAさんの同意を得ず複数の同級生

が参加しているLINEグルー プでAさんが同性愛者であることを暴露。Aさんは心身のバ
ランスを崩してしまい、同年8月、大学の校舎から転落死してしまいました。

翌年、Aさんの遺族が起こした裁判は、世間に「アウティング 」の問題が広く知られるきっ
かけとなりました。2020年 11月、 東京高裁はアウティングが「人格権ないしプライバシ ー

権などを著しく侵害するものであって、許されない行為である」と明言しました。

(7) ALLY（アライ）について

三
ALLY（アライ）とは、 英語で「同盟」や「味方」を表す 言葉で、 性的マイノリ

ティを理解し、支援している人、または支援したいと思 う人のことを指します。 差
別や偏見をなくし、 性的マイノリティも生きやす い社会を実現するためには、
ALLYの存在がとても重要です。

゜

埼玉県マスコット
「コバトン＆さいたまっち」

ALLYになるための「条件」はありません。例えば、性的マイノリティを取り巻く現状について知
り、差別的な言葉を使わない／使っている人を注意するなど 行動する／性の多様性の象徴とされ
る「6色のレインボー 」のアイテムを身につけるなど 「ALLY」でありたいという姿勢を表明すること
もできます。

く多様性を尊重する共生社会づくりに関する調査について＞

県では、 カミングアウトしていない人を含めたLGBTQ（性的マイノリティ）が直面する悩
み等を詳細に明らかにするため、 令和2年度に実態調査を実施しました。無作為抽出した
県民を対象に、 対象者自身の性的指向や性自認について質問するとともに、 直面する困
難や精神的につらい経験、 行政に対するニ ー ズ等を質問しました。 この方法による調査 
は、都道府県では初め てとなります。

この調査で性的マイノリティに分類した人は18 4  人 （回答者5,60 6  人の3.3%） でした。
結果は人権推進課HPで公開しています。

URL: https://www.pref.saitama.lg.jp/ a0303/20201gbtqchousa.html 

■LGBTQの置かれた状態(LGBTQとLGBTQ以外の人との比較）
※調査結果から抜粋※回答は上位3項目

Q最近1か月間のこころの 状態は？

l 自分は価値のない人間だと感じた（「いつも」」または「たいてい」）

LGBTQ 

LGBTQ以外

Q精神的につらい経験は？

I 家にひきこもった、またはそれに近い状態になった

LGBTQ 

LGBTQ以外

23.9% 

5.9% 

44.0% 

13.8% 

I 死ねたらと思った、または自死の可能性を考えた I

LGBTQ 

LGBTQ以外

65.8% 

26.8% 

Q．ハラスメント被害の 経験は？

I 不快な冗談、からかいを受けたことがある I

LGBTQ 

LGBTQ以外

82. 1 %

54.0% 

I 暴力（言葉の暴力やいじめを含む）を受けたことがある I

LGBTQ 

LGBTQ以外

58.2% 

36.2% 
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